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遺跡から掘り出された古井戸
角 田 清 美＊
はじめに
人類にとって，生命を維持するために不可欠な飲用水はもちろんのこと，
身体を清潔に保つため，あるいは快適な生活環境を維持するため，清浄な
淡水は欠かすことは出来ない。淡水を入手するには河川水でも良いが，河
川水は浮遊物が目立ち，意識すれば気になるので，感情的に何となく不安
である。また水位（水量）が安定しないため，便利であるようだが，日々
の生活に継続して，積極的に利用する気にはなれない。これに比べ，地表
面を掘って得られる地下水は，地層中を浸透しているため浮遊物が無く，
鏡のように清浄に見える。飲む場合は安心して呑むことが出来，また洗顔
などに利用する場合も迷うことはない。
地下水が浸透する地層は濾過装置であり，地下水を賦存する地層はバン
ク（貯水槽）である。人類は，どの様にして地表面下に水（地下水）が賦
存することを知ったのであろうか。
地下水が地表面に湧き出る地点は，水源地（湧水地）である。水源地の
位置が，広大な平坦地である場合はほとんどなく，段丘崖の下など急斜面
の中腹や基部，あるいは扇状地の扇端などの緩傾斜地で，いずれも地層中
に地下水が飽和状態になっている場所である。年間を通じて湧出する場所
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もあるが，降水後に湧水量が多くなる場所もあり，地下水の涵養は降水量
と深く関わっている場合が多い。湧出した水は，そこから細流として小川
が始まるが，流量に比べて地下への浸透量が多い場合は再び地下水に戻り，
一方，蒸発量が多い場合は，途中から末無川（水無川）になる。
急斜面の基部，あるいは緩傾斜地ではもちろんのこと，平坦地であって
も，深さについては不明であるが，「縦穴を掘れば，必ず地下水が得られ
る。」これが，井戸から地下水が得られるようになった原点であろう。「水
を得るためには，穴を掘れば良い」と言う個人的な経験は，人から人へと，
瞬く間に拡大していったに違いない。小さな発見であったが，人類にとっ
ては偉大な発見であった。
わが国で，地表面を掘った井戸が出現するようになったのは，稲作が始
まった弥生式時代になってから以降である。稲作を行うためには，少量で
あっても，安定した灌漑用水を必要とする。水源地の近く，あるいは河川
の近くを掘ったところ，地下水を発見した経験によって，地表面には水は
無いが，穴を掘ることによって水を得ることが出来ることを体験したので
あろう。地下水の発見と灌漑技術の発達は，稲作の安定した収穫を保障す
ることになり，さらに，水に恵まれない土地であっても，井戸を設置する
ことによって，居住地を選ぶ範囲が拡大することにもなった。
改めて述べることではないが，文字が示すように，井戸の「井」は，地
下部であっては井戸側（あるいは井戸枠と称する）を示し，地表面であれ
ば井桁を示している。一方の「戸」は，井戸の中に溜まった水を汲み出す
場所である。これらのことから，「井戸」は地下水を溜める構造物と，汲
み出す場所を意味している。拡大解釈して，河畔や湖畔で，飲料水を得た
り，食料を洗ったり洗濯するための場所，あるいは数m以上離れた場所
から導水し，生活用水として利用する場所を「井戸」，あるいは「井戸端」
と称している地区もある。
井戸と人々の関わりについては，すでに多くの論文（牧野・１９３７，村下
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・１９６８，１９８４・１９９４，山本・１９８０，水野ほか・１９８１，柳田・１９８５，土木学
会編・１９９４，など）があり，さらに遺跡で検出された古井戸についても考
察が行われている（日色・１９６７，鈴木・１９９０・１９９１，駒見・１９９２，鐘方・
２００３，ほか）。本報では，入手した遺跡発掘報告書を資料として，遺跡か
ら掘り出された古井戸のいくつかを，自然地理学の立場から報告する。
なお，本報文は，筆者の古井戸に関する一連の報告（角田，１９９３・１９９４
・１９９６a・１９９６b・１９９８・２００１a・２００１b・２００２a・２００２b・２０１３・２０１４a・
２０１４b・２０１５a・２０１５b）に続く報告である。
１．秋田城跡近くの古井戸
秋田城跡が位置する高清水丘陵は，旧雄物川河口右岸付近にあり，周囲
を氾濫低地に囲まれた，東西約１．５，南北約２．５，最高地点約５２の孤
立丘である（図１）。丘陵とは言うものの，稜線は標高４０～５０で定高性
があり，ほぼ水平に堆積した更新世後期の潟西層と称される，砂礫層～砂
泥層～泥層から形成されている（藤岡・ほか，１９７７）ことから，厳密には
洪積台地である。
丘陵の北方には八郎潟の南岸から続く秋田砂丘地が分布し，丘陵地に飛
砂が這い上がっている場所は，偽砂丘地となっている。丘陵の北東部にあ
る加良素沼は，台地に形成された谷の下流に，飛砂が堆積して形成された
砂丘湖である。
秋田城跡は高清水丘陵の北部を占め，城域は一辺が約５５０の広さで，
平面形は多角形である。天平宝字４（７６０）年との説もあるが，天平５（７３３）
年，それまで庄内地方にあった出羽柵が移転し，延暦２３（８０４）年に機能
が停止するまで，大和朝廷の東北地方経営の拠点であったと伝えられる。
昭和１４（１９３９）年，国の史跡名勝天然記念物保存法に基づいて史跡に指定
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された。昭和３７（１９６２）年頃から組織的な発掘調査が行われるようになり，
同時に報告書も刊行され，平成２５（２０１３）年までに６６集が刊行されている。
その中には，井戸に関する記述があり，その中から，特徴的な古井戸を記
載する。
１‐１．天平の井戸跡
（１）付近の地形・地質と井戸跡の位置
井戸跡は城の東門跡を出た位置から，南東方へ約８０離れた場所にあり
図１ 秋田城跡周辺の地形と古井戸の位置
１．丘陵地及び台地 ２．砂丘地 ３．氾濫低地 ４．大規模人工改変地
高清水丘陵にある破線は秋田城跡の範囲。
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（図１），標高は約４０である（秋田市教育委員会・ほか，１９７９）。近くに
は住居跡や大きな建造物跡が確認されているが，井戸跡は最も近くの建物
跡から約１０離れ，遺跡と重複していないことから，遺跡群が示す時代を
通じて，井戸として維持されていたと推定される。
（２）井戸跡の形態
掘り込み面の平面形はほぼ円形で，直径は約４．３～４．５の大きさである。
図２ 天平の井戸
井戸の位置は図１を参照。（秋田教育委員会・ほか（１９７９）による。）
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断面形は円筒状で，大別して三つの部分から構成されている（図２）。
上段部は掘り込み面から深さ約１．５までで，傾斜約４５度の漏斗状であ
る。中部は直径約２．３の筒状で，基部はそれより狭くなっている。最下
部は直径約１．５，深さ約１の規模で地山の砂質泥層を穿ち，その中に
木製の井戸側を設けている。木製井戸側は６枚の板の組み合わせで，全体
の内径は約１．０５の大きさである。木材は長さ約１．２３，幅５２～６７，厚
さ約１０の大きさで，亀甲削りで仕上げられている。図２に示されている
ように，木製井戸側の外側で天端付近には，高さ４６～６２，幅２５～２８，
厚さ約９で，上端が削られた板材が１６枚，木製井戸側を囲むような状態
で並べられている。底面には，塼・瓦・丸石などが三層に，敷き並べられ
ていた。
埋土層の堆積状態から，井戸側の上端付近の外側から上方へ向かって，
最下部に残っている井戸側とは別の木製井戸側が，底面から約４上方へ
まで設けられ，頂面に踊場が設けられたと推定される。踊場は地表面から
約１．６の深さであったようである。
地表面では，井戸跡を中心として，六つの柱跡が残っていたことから，
覆屋があったと考えられる。
井戸水を汲み上げる方法として，綱釣瓶・竿釣瓶・車井戸・跳ね釣瓶が
ある。この井戸には柱跡があることから，覆屋には滑車が取り付けられ，
揚水方法としては車井戸であったと推定される。
（３）木製井戸側内からの出土物
井戸内からは，土師器・須恵器・曲物底・漆皿，および７本の木簡とい
った木製品などが出土し，塼の一枚には墨書で「龍」と書かれ，別の一枚
には矢で射たれている人物が描かれていた。最大の特徴は，木簡の１本に
「天平六年月」とクギ書きされていたことである。このことから，秋田城
は天平５（７３３）年に設置され，翌年，何らかの機会に文字が書かれた木
簡が落下した，あるいは井戸は天平６年に開削され，完成に伴って意識的
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に，井戸底に木簡が置かれたとも考えられる。
１‐２．平安の井戸跡
（１）付近の地形・地質と井戸跡の位置
井戸跡は，東門跡と天平の井戸跡の間で，北東方向へ緩やかに傾斜する
斜面上に位置し，標高は３７～３７．４である（秋田市教育委員会・ほか，１９８２）。
地山の地質は砂質粘土層の上に堆積する砂丘砂層で，砂層の層厚は不明で
あるが，付近の地形や復元された井戸の底には，湧水が見られることから，
厚く見積もっても１前後であろう。
（２）井戸跡の形態
木製の井戸側は，厚さ約６０の埋土に覆われていた（図３）。方形の井
図３ 平安の井戸
井戸の位置は図１を参照。（秋田教育委員会・ほか（１９８２）による。）
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戸側は，地表面の最大傾斜に順応し，東西約１．５，南北約１．８の大きさ
せい ろ
で，基本的には四重の構造ある。内側は３～４段の横板で井篭組にして，
外側に縦板を隙間なく２～３重に立て並べ，井篭組の四隅の合わせ目には，
厚い板材を杭として打ち込み，横板材を固定している。板材に囲まれた古
井戸は，井戸側の天端から約６０の深さである。
（３）木製井戸側内からの出土物
井戸内から遺物は出土しなかったが，井戸側の外側の裏込土の中から出
土した土器片から，平安時代後半に設けられたと推定されている。
１‐３．後城遺跡Ｃ地区の井戸跡群
（１）C地区の位置と付近の地形・地質
C地区は高清水丘陵の北西麓で，旧雄物川から約１５０離れた，標高１６
前後の平坦な台地上である（秋田地所・ほか，１９７８）。台地は潟西層
からなり，厚さ１～４の砂丘砂層に覆われている。この地区では４層の
遺構面が確認され，井戸跡は第１・第２遺構面から８基，第３遺構面から
６基，第４遺構面から６基が，それぞれ検出された（図４）。同一遺構面
でも井戸跡は重複していることから，井戸は掘削→使用→放棄と埋設→直
ぐ近くに新しく掘削，が繰り返して行われたと考えられる。その中から，
特徴的な古井戸跡を記載する。
（２）発掘された井戸群
（２）－１ SE５２井戸跡
掘り込み面は南北約５．８，東西約４．６の大きさで，断面形は擂鉢状で
ある（図５）。井底面までの総深は約２．６で，底面は直径約７０，深さ約
みずだめ
３０の水溜となっている。水溜を中心として，正方形の板製井戸側が，一
辺約１．１，高さ１．６～１．７の高さで確認され，四隅に丸太が建てられて
いたことから，方形隅柱型の井戸であったと考えられる。
土層の堆積状態から，最初に擂鉢状の大きな窪地を掘り，地下水面付近
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に直径約７０，深さ約３０の水溜を設け，水溜には直径約４５の曲物を付
設したと推定される。その後，四隅に直径約１０の柱（出土した長さは４０
～７０）を立て，井戸側にするため，外側に高さ１．６～１．７になるまで６
～７枚の板材を縦に並べ，その外側に地表面の近くまで裏込め土を積み重
ねた。裏込め土の状態から，井戸枠がある地表面は，周辺から３０前後低
図４ 後城遺跡Ｃ地区，第１・第２面における井戸跡の分布
（秋田地所・ほか（１９７８）を基図として作成。）
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かったようであるが，井戸枠があったのか否かについては，明らかではな
い。
裏込め土層からは青磁片・唐銭・鉄製品・宝篋印塔の破片などが出土し，
古銭として開元通宝（６２１～）・永楽通宝（１４１１～）が出土していることか
ら，井戸は１５世紀前期以降に設けられたと推定される。
（２）－２ SE５１井戸跡
SE５３井戸跡を掘り込んで設けられていることから，それまで使用して
いた SE５３井戸を埋立て，その横に新しく掘ったと考えられる（図６）。掘
り込み面は長径約４．８５，短径約３．７５の大きさで，東西に細長い楕円形
図５ 後城遺跡Ｃ地区SE５２井戸跡
井戸の位置は図１を参照。（秋田地所・ほか（１９７８）を基図として作成。）
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である。底には集水のため，直径約５０，深さ約２０の水溜を設け，水溜
は曲物で囲われていた。全体の断面形は擂鉢状で，井戸側の上位確認面か
ら底部までの深さは約１．１である。
みずだめ
SE５２井戸跡と同様，水溜を中心に，一辺が約８０で板を用いた横桟が
出土し，横板は支柱にはめ込むようになっていることから，この井戸は方
形横桟支柱型の井戸であったと推定されるが，裏込め土の土圧のため変形
していた。
裏込め土層からは青磁片・唐銭・鉄製品や，古銭の治平通元（１０６４～）
が出土している。
図６ 後城遺跡Ｃ地区SE５２・SE５１・SE５４井戸跡
井戸の位置は図４を参照。（秋田地所・ほか（１９７８）を基図として作成。）
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（２）－３ SE５３井戸跡
SE５１井戸跡の西側に位置し，SE５４井戸跡を掘り込み，SE５１井戸跡に掘
り込まれている（図４）。掘り込み面はほぼ円形で，直径約１．８の広さで
あるが，東側は SE５１井戸跡に切られているため，全体の形状は不明であ
る。断面形は全体として擂鉢状で，その中は三段になっており，底部には
集水のため直径約５０，深さ約１０の水溜があり，周囲は曲物で囲まれて
いる（図６）。掘り込み面から底面までの深さは，約１．８である。
丸い水溜を中心として，板材を使った正方形で二重の井戸枠があり，一
辺は内側で約６６，外側は約７７である。柱はわずかしか残っておらず，
内側に柱を建てた跡が残っていないことから，方形横棧支柱型の井戸であ
ったと推定される。
裏込め土層だけでなく，筒井戸跡内の埋積土層からも，遺物は出土され
なかった。
（２）－４ SE５４井戸跡
掘り込み面は東西に細長い楕円形で，長径約２．３，短径約１．８の広さ
である。断面形は広口の壺型で，掘り込み面から底面までの深さは約１．７
である（図６）。底面付近は三段になっており，底部には直径約３５，
深さ約１２の水溜があり，周囲は曲物で囲まれている。二段目から上方へ
向かって縦約９０，横約８０で，板製の井戸側が残り，また井戸内からは
長さ７０～８０の，横棧と推定される方形に配された板材が出土したが，柱
穴や縦板などは検出されなかったことから，この井戸跡も方形横棧支柱型
の井戸であったと推定される。
出土遺物として，埋積土層内から紡錘車が１個出土したが，時代を決め
る資料にはならなかった。
（３）後城遺跡 C地区の時代
遺跡から木製品・陶器・鉄製品，あるいは古銭などが出土した。井戸側
周囲の裏込め土層内や埋積土層内から出土した２９枚の古銭の，最古は開元
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通宝（６２１年～），最新は永楽通宝（１４１１年～）であった。一方，遺跡内か
らは２００点を超える陶器片が出土し，陶器が示す時代は１４世紀後半から始
まるが，最盛期は１５世紀から１６世紀中期であるとされている（秋田地所
・ほか１９７８）ことから，本報告でも，この時期に井戸が掘削され，井戸水
は住民たちの生活用水として利用されたと考える。
２．多賀城跡の古井戸
多賀城は多賀柵とも称され，神亀元（７２４）年頃に造営され，以降，１０
世紀中期まで，東北地方の政治・軍事の中心拠点であった。城（柵）域は，
標高１０～５０で小起伏の高崎丘陵に広がり，一辺が９００前後の不整方形
である。加藤（１９８６）によると，七か所で井戸跡が確認されている。
（１）高崎地区・水入囲の古井戸
古井戸跡は，丘陵地の西端部で，丘陵地斜面が谷底低地と接する場所に
位置していた。井戸跡の上端は水田面より約７０低い位置で，下部は黄色
凝灰岩を掘り下げ，井戸底までは約１mの深さで，枠材の全長は約１．６８m
であった（図７）。井戸枠は一辺が約１．２mの正方形で，丸太を井桁状に
組合せ，丸太の両端は四角の が穿たれていた。下方は横板が組まれ，東
面には長さ約７０，幅約８，厚さ２の板材が残っていたが，他の三面
は破壊されたと考えられる。底面には拳大の石塊が１０数個あり，これは枠
材の基礎として用いられた様である。土師器や須恵器，あるいは曲物など
の遺物は，井戸底から約１０高い泥土の中から出土した。
（２）高崎地区・井戸尻囲の古井戸
古井戸は，丘陵地南端部にある段丘崖の中腹で，水田面から約２高い
場所に位置していた。間口の平面形は直径約３の円形で，深さは約１．５
である，底面は平坦で，地質は砂質凝灰岩であった。壁面の構造は不明
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で，細い杭材は残っていたが，板材は確認されていない。恐らく，段丘崖
の中腹に湧水があるのを見て，貯水しやすいように，大穴を掘ったのであ
ろう。
井戸底からは，木簡・曲物側板・曲物底板・板状製品などの木製品，土
師器や須恵器，竹材を編み上げた箕や漆工芸品の破片などが出土した。
（３）上野地区の古井戸
五か所で確認されている。その一つは，上野地区北西部で耕地整理が行
われた際，段丘と水田の境界付近の水田で確認された。井戸の上端は水田
面より約１低い位置で，井戸枠として板材が用いられていた。これに類
似した井戸が，他に二か所確認されている。
近くの自然堤防上では，二か所で古井戸跡が確認されている。いずれも
水田面より約１低い位置から，井桁状に組み合わせられた板枠が出土し
ている。
図７ 多賀城跡，水入囲の古井戸
１．表土 ２．遺物包含層 ３．黄色凝灰岩
（加藤（１９７９）による。）
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３．町屋遺跡の井戸群
（１）遺跡付近の地形と地質
町屋遺跡は東京都荒川区に位置し，付近の地形は荒川によって形成され
た氾濫低地である。氾濫低地は微高地である自然堤防と後背湿地に区分さ
れ，遺跡は自然堤防上に位置している（図８）。遺跡付近の表層地質は，
地表面から１前後は近世以降に堆積した土層，その下位の層厚３０～４０
は，締りが弱く粘性もない砂層，さらに下位は有楽町層で，滞水層になっ
図８ 町屋遺跡付近の地形と井戸群の位置
１．洪積台地 ２．段丘崖 ３．自然堤防や砂州などの微高地 ４．後背湿地
や谷底低地 ５．大規模な盛土地 数字は図９の古井戸の位置。（地図普及協
会（１９６１）を基図として作成。）
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ている。
（２）発掘された井戸群
遺跡は７次にわたって発掘調査が行われ，古井戸について報告されてい
るのは，その中の三冊である（大成エンジニアリング埋蔵文化財調査部
編・２００６，共和開発株式会社編・２００８，２０１０）。報告書には合計２７の井戸
跡が記載されていることから，近くに大きな集落があったと推定されるが，
住居跡は未だ確認されていない。図８から推定すると，集落は自然堤防の
中心付近にあったと考えられる。
平面形についてみると，考察の対象とした２１の井戸跡は，不整な楕円形
から隅丸型方形が多い。長径３以上の井戸もあるが，半数以上の１３井戸
（約６２％）は直径１から２の規模である。断面形についてみると，多
くは浅皿状やお椀状で，底面が円筒状の２～３段になっている井戸もある。
井戸内の埋積土層は，シルトを主とした自然堆積層と，人為的に埋め戻
したと考えられる被覆層に分けられる。２１の井戸跡の中で，被覆層によっ
て埋められているのは１５井戸（約７１％）で，残りの６井戸は自然堆積層に
よって埋められている。人為的に埋積された井戸は，多くが古墳時代前期
中葉から終末までの，６世紀後半から７世紀までの約１５０年間を示してい
る。一方，自然堆積層に埋積された井戸は，古墳時代前期（中葉）に集中
していることから，洪水によって一度に埋積されたと推定される。
（２）－１ A－SE－０８井戸跡
平面形は不整な楕円形で，長径約２．８，短径約２．２を示し，掘り込み
面から井戸底までは約１．３の深さである（図９）。最大の特徴は，ほぼ中
央に，上部は腐食して消滅しているものの，井底面から高さ約７２の井戸
枠が残っていることである。井戸枠は丸木舟を転用した板材と推定され，
三枚の板材を組み合わせている。井戸枠内の底面直上からは，井戸が埋め
られた際，井戸祭祀に用いられたと考えられる，完形や完形に近い壺型土
器が６点出土し，さらに埋積土の中に含まれている物も合わせると，全部
遺跡から掘り出された古井戸（角田） 47
図９ 町屋遺跡で検出された井戸跡
古井戸の位置は図８を参照。（大成エンジニアリング埋蔵文化財調査部（１９７８），
ほかを基図として作成。）
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で１７９点の土器片が出土している。土器が示す時代は古墳時代前期後葉か
ら終末までであることから，井戸は古墳時代前期終末に，人為的に埋めら
れたと考えられる。
（２）－２ C－SE－０５井戸跡
平面形は楕円形で，長径約１．６７，短径約１．１１である。掘り込み面か
ら井戸底までの深さは約８７で，約６２の深さで二段になっている（図９）。
みずだめ
上部はお椀状であるが，水溜は井戸側として直径約５０，深さ約２５，厚
さ２～３の，スギ材の曲げ物が用いられている。埋積土層の中から，古
墳時代後期の土器片（６８点）や木片（４点）が出土し，人為的に埋められ
たと考えられている。
（２）－３ G－１号井戸跡
発掘地の北東縁に位置するため，井戸全体の形状は不明であるが，発掘
した範囲から，平面形は長径２以上の楕円形であったと推定されている
（図９）。確認面から約１．１の深さまで発掘されたが，地下水が湧出した
ため，それ以深は発掘が放棄された。確認面から約５０の位置から下位へ，
箱型の井戸側が発掘された。井戸側は厚さ１前後のスギ材で，井戸側の
大きさは，短辺約３８，長辺約６５，深さ５０以上であった。埋積土の中
には２３０点以上の土器片と，獣（ウシ）骨２点が含まれ，土器片は古墳時
代前期から８世紀までを示していることから，８世紀に人為的に埋められ
たと考えられる。
なお，近隣で井戸側に板材を使用している例として，足立区伊興遺跡で
発掘された平安時代の井戸がある（足立区伊興遺跡調査会，１９９７）。
４．調布市下石原遺跡の古井戸
（１）遺跡付近の地形と地質
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下石原遺跡は，多摩川近くで武蔵野台地の立川面上に位置し，南側に
広がる氾濫低地との間には，比高約５の段丘崖が北西から南東方向に延
びている（図１０）。立川面は，上総層群の上に堆積する段丘礫層と関東
ローム層から構成され，黒土層に覆われている。関東ローム層と黒土層は
最も厚い場所で約２．８の層厚であるが，遺跡での関東ローム層は，西側
で約６７，東側で約４０であった。下位の砂礫層との間に細砂層を挟んで
いる場所もあり，砂層と砂礫層を合わせた層厚は６～７．５で，さらに下
位は砂質粘土層や粘土混じり砂礫層の上総層群となっている。上総層群よ
図１０ 下石原遺跡周辺の地形と古井戸の位置
１．立川面 ２．段丘崖 ３．氾濫低地 ◎は古井戸の位置 □は発掘され
た住居跡 図内の細線は等高線で，数字の単位は。
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り上位の透水層は６～７．５で，約５の段丘崖の比高より大きいため，
段丘崖での湧水は無い。遺跡の東側には多摩川の氾濫低地に向かって浅い
谷が形成されているが，この谷は野水によって形成されたと考えられる。
数次にわたる発掘調査によって，縄文時代後期・古代（奈良・平安時代）
・中世にまたがる遺跡であることが明らかになり，７世紀末から９世紀末
の住居跡が１３軒検出され，井戸跡は住居跡のほぼ中央に位置している（生
田，１９８８）。
（２）古井戸の形態
掘り込み面の平面形は方形に近く，一辺は約６．２の延長であるが，北
西端には半円形で直径約１．６のはみ出しがある。掘り込み面からは比高
約１．１の急斜面で深くなり，その下は一段目の踊場となっている（図１１）。
踊場の南北の幅は約５．３であるが，西側では掘り込み面から二段目の踊
場までロームが張り付けられ，また北西端と南西端の２か所に階段が設け
られている。一段目の踊場から約７０下には，円形をした直径約２．５の
二段目の踊場となっている。二段目の踊場のほぼ中央に筒井戸があり，掘
り込み面で直径約８０，深さは約１．７である。
基盤の砂礫層を掘り込んだ状態は，二段目の踊場から，一辺が約１．９
の隅丸方形で掘り下げられ，踊場から底面までは，約２．３の深さである。
このことは，最初は基盤の砂礫層を一段目の踊場から広口の円筒状に直径
約３．２，深さ約３で掘り下げ，その中に直径約８０，深さ１．７弱の井
戸枠を設け，砂礫層と井戸枠の間に裏込め土を詰め，二段目の踊場を設け
たことを示している。
井戸が構築された時期については不明であるが，出土した遺物から，９
世紀中期に廃絶したと推定されている。
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５．平塚市の遺跡で発掘された古井戸群
（１）付近の地形・地質と井戸跡の位置
神奈川県平塚市は相模湾の北岸，すなわち湘南海岸に位置している。付
近の地形についてみると，海岸線から内陸側へ約６までの南部は，数列
図１１ 下石原遺跡の古井戸
１．ローム貼り付け部 ２．裏込め土 ３．関東ローム層 ４．砂礫層
古井戸の位置は図１０を参照。（生田（１９８８）による。）
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の浜堤と浜堤間低地が交互に東西方向に延び，一部では浜堤の上に砂丘が
分布している。それより北部や西部は，相模川や渋田川を始めとする河川
によって形成された氾濫平野で，自然堤防・後背湿地（氾濫低地）・旧河
道が分布している（図１２）。発掘された遺跡は，相模川の右岸で，多くは
自然堤防上に位置し，南部は浜堤上であるが，いずれにしても，主として
砂質堆積物によって形成された土地に分布している。地表面の標高は８
図１２ 湘南海岸北部の地形と古井戸の位置
１．浜堤 ２．砂丘 ３．浜堤列間低地 ４．旧河道 ５．後背湿地（氾濫低
地） ６．自然堤防 ７．小崖 ８．人工堤防 （ ）内の数字は図１３にある古
井戸の位置。（森，ほか（１９８１）を基図として作成。）
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から９．５で，細野（１９６９）によると，不圧地下水面は地表面から１．５～３
の深さである。
国道１２９号線の道路拡張工事に先立ち，幅約１０，総延長約１，７００の範
囲で遺跡発掘調査が行われた（平塚市遺跡調査会・１９８１）結果，総計６３基
の古井戸跡が確認され，その中の４０基の井戸跡については，詳細に報告さ
れている。その中から，特徴的な４例を記載する。
（２）井戸の形態
掘り込み面の平面形は，ほとんどが円形～楕円形で，一例のみが隅丸方
形であった。円形～楕円形井戸の長径についてみると，多くは９０から３
で全体の９３％を占め，３を超える井戸は２例に過ぎない。隅丸方形の
井戸は縦約３，横約２．７であった。
断面形についてみると，ドンブリ状～広口のコップ状～U字状～円筒状
と様々であるが，平面形との関係は無く，深さとの関係も認められない。
掘り込み面から井戸底までの深さは，１より浅い井戸は８基（全体の
２０％），１から１．５が１１基と最も多く２８％を占め，１．５から２が６
基，２から２．５が６基，２．５から３が７基，３以上が２基であっ
た。
当遺跡で検出された井戸群の最大の特徴は，井戸底が二段になっている
井戸が１６基もあり，全体の４０％を占めていることである。深さとの直接的
な関連性は無いが，総深１．９から２．３までの井戸が６基，２．５以上の
井戸が８基中６基と多く，１．９より浅い井戸（２３基）では４基に過ぎな
い。
（３）発掘された井戸群
（３）－１ ４－５井戸跡
３号井戸を切り，３号井戸は８世紀前半の土器片を出土する６号井戸跡
を切り，１１号井戸跡に切られている（図１３）。基盤である砂層をドンブリ
状に掘り込み，床面の中央に，方形の凹地を設けている。ドンブリ状の上
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部は楕円形で，地表面の広さは長径約３，短径約２．８５で，深さは約１
である。方形の下部は間口約７５の広さで，約９０の深さである。掘り
ひ
込み面と凹地を往来する小道は確認されていないことから，柄が長い柄
しゃく
杓
図１３ 平塚市内の遺跡で検出された古井戸
１．地山（砂層） ２．裏込め土 ３．埋積土（１） ４．埋積土（２）
古井戸の位置は図１２を参照。
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などで，水を汲みあげていたのであろう。
埋積土層内から，８世紀前半に属する須恵器や土師器の土器片が約５０点
出土することから，８世紀前半に埋積されたと推定される。
（３）－２ ４－１９井戸跡
井戸全体の半分程度の発掘であるが，井戸は基盤である砂層を擂鉢状に
掘り込み，その中に筒井戸を設けている（図１３）。擂鉢状になっている掘
り込み面の直径は約４，深さは約２である。中央の筒井戸は，上部で
直径約１．５６，下部で約１．２の大きさである。地層の堆積状態から，最
初に大きな擂鉢状の窪地を設け，その中に筒井戸を設置したことが分かる。
筒井戸は木製の井戸側で囲まれていたと推定されるが，腐敗して消滅した
ためであろうか，遺跡からは出土していない。井戸が使用されていた頃は，
筒井戸の上端が地表面であったと考えられる。
井戸が設置された時代については不明であるが，井戸を埋積する土層内
からは須恵器や土師器の土器片が出土することから，９世紀前半に埋積さ
れたと推定される。
（３）－３ １３－１井戸跡
井戸跡全体の３分の２程度の発掘であるが，掘り込み面はほぼ円形と推
定される（図１３）。断面形は，基盤である砂層を直径約２．４の広さで掘り
込み，下部に向かうに従って狭くなる，広口のコップ状である。掘り込み
面から下位へ長径約４２，短径約３８，深さ約１．２の規模で，方形隅柱
型の井戸を設け，さらに下位へ約４０掘り下げている。方形隅柱型の井戸
は厚さ約３の板材で囲まれ，下部には板材の一部が残っていた。また，
底には直径約３５，枠高約４の曲物が置かれている。掘り込み面から井
戸底までの総深は約２．４である。
井戸跡からは遺物が２４点出土し，いずれも８世紀後半の物で，裏込め土
層と井戸を埋積した土層との違いはなかった。
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（３）－４ １８－２井戸跡
掘り込み面はほぼ円形で，基盤である砂層を直径約１．５の広さで円筒
状に掘り込み，掘り込み面から約１付近から幾分狭くなり，約３．２で
底面に達する（図１３）。底面からはさらに，直径約５０，深さ約２０の水
溜が掘られている。
埋積土層内からは，中世の漆塗りの椀を始めとし，井戸枠片・中世陶器
・多数の犬の骨などが出土していることから，中世に利用され，埋積され
たと推定される。
６．唐古遺跡で発掘された古井戸
唐古遺跡は奈良盆地のほぼ中央部で，大和川の支流である寺川の右岸に
位置し，標高は約４８である。付近は寺川が作った氾濫低地で，遺跡発掘
調査が行われた結果，二基の井戸が確認された（末永・小林，１９４３）。
（１）第８０号地点の井戸跡
第８０号地点では，地表面から約３．５の深さまで発掘された。層序は地
表面から下位へ，A層と仮称する有機物を多く含んだ黒色土層（層厚約５７
），B層と仮称する有機物が少なく途中に砂層を挟んだ黒色土層（層厚
約１９０），C層と仮称する粘土層になっている（図１４）。
井戸跡は，四本の木柱に囲まれた縦穴である。木柱の長さは約１．２で，
先端の２１～２４は粗削りで尖っており，二本は直径７．５～９，別の二本
は割丸太であった。木柱の間隔は内側で幅約３９，奥行き約５１の広さで，
むくげ まと
下部は上部に比べて僅かに狭くなっている。木柱の間には葮を立て繞らせ，
むくげ にじ
葮の隙間から地下水が滲み出たのを溜めるようになっている。井戸の内部
底は V字状で，有機質を含んだ黒色砂で充填され，中部からは長頸壺形
土器が出土した。断面図から，井戸は B層の頂面近くが地表面であった
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頃，設けられと考えられる。
（２）第２１号地点の井戸跡
遺跡付近では，地表面から約４の深さまで発掘された。層序は地表面
から下位へ，A層・C層があり，地表面から約２より下位は D層と仮
称する砂層である（図１４）。
むくげ
井戸跡は７本の細丸太を丸く囲み，その間に葮を高さ約９０で横に編み
むくげ まと
渡して絡ませた構造であるが，葮は細丸太の下部約５１には繞らせてはい
ない。細丸太は図のように傾いており，残っている丸太の中央部は直径約
７５であるが，腐って消失した頂部の直径は１．５程度と推定される。断
面図によると，井戸は C層の中部付近が地表面であった頃，D層に滞水
図１４ 唐古遺跡から検出された古井戸
（末永・小林（１９４３）による。）
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している地下水を得るために設けられと考えられる。
これらの井戸跡は，出土した土器から弥生時代中期に使用され，その後，
洪水によって埋積されたと推定される。
いたぶきのみや
７．伝飛鳥板蓋宮跡の古井戸
いたぶきのみや
伝飛鳥板蓋宮跡は，奈良盆地の南部で，飛鳥川によって形成された氾
いたぶきのみや
濫低地に位置している。板蓋宮は皇極２（６４３）年に完成し，皇極天皇が
営んだが，白雉５（６５４）年に火災で焼失した。昭和３８（１９６３）年度から
の発掘調査（奈良県教育委員会，１９７１）に基づいて復元され，復元後は一
般に公開されている。
井戸の平面形はほぼ正方形で，二列の排水路（溝）で囲まれ，全体とし
て円礫が敷き詰められている（図１５）。外溝に囲まれた範囲は，全体的に
南東端が高く，北側中央が低くなっている。楕円形の礫が並べられて設け
られた排水路（外溝）の幅は４６～４８で，外溝に囲まれた広さは，南北間
は約１０，東西間は北縁で約８．７，南縁は幾分広く約９．２の延長である。
外溝と内溝の間は二段で，内段の方が低く，外段の幅は約５６，内段の幅
は約８０で，外段と内段の比高は数である。内溝の幅は５０～５６，深さ
は１０～１５で，内溝に囲まれた幅は東西約５，南北も約５であるが，
完全な正方形ではない。
内溝のほぼ中央には，間口で東西約３．６，東西約３．２，深さ２．５以
上の，大きな丸穴が掘られている。丸穴の底には円礫が積まれ，礫の大き
さは下部ほど大きくなる傾向にあり，中には直径１０～１５の礫も混じって
いる。積まれた礫の厚さは，確認できた範囲では約５０で，地下水が湧出
しやすいように工夫されたと推定されている。
地表面から約２．３の深さに，底面に当たる木製の井戸枠（横桟）が出
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土した（図１６）。井戸枠は檜材の角材で，長さ１．７５～１．７６，幅２４～２５，
厚さ１５～１６であった。井戸枠はこの四本の角材を，
ほぞ
の手法を用いた組
のみ
継ぎ式で，
ほぞ
は鑿で彫られていた。底面の井戸枠の上面にも，外面から約
１６の位置に，一片の幅約５，深さ約２の 穴が穿たれていることか
ら， 穴から上方に向かって正方形の支柱が建てられ，これらの支柱を支
図１５ 伝飛鳥板蓋宮跡の古井戸
（奈良県教育委員会（１９７１）の図に，排水路跡を加筆。）
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えとして側板が，１．５前後の高さで設けられていたと推定される。側板
として用いられた板材の大きさや枚数などについては不明であるが，類似
ほうけいよこさん
した井戸跡が鎌倉でも発掘されている（斎木，１９８９）ことから，方形横桟
しちゅう
支柱型の井戸であったと推定される。
８．長瀬高浜遺跡の古井戸
（１）付近の地形・地質と古井戸の位置
遺跡は鳥取県・天神川の河口右岸で，東郷池との間に形成された，最高
地点が標高約１７の，砂丘地上に位置していたが，その後，開発に伴なっ
て，砂丘地は破壊された。砂丘地からは竪穴式住居跡１５０棟，掘立柱建物
跡約５０棟，大形高床建物跡１か所のほか，弥生時代の墓４９基，古墳・墳墓
図１６ 大井戸の井戸底に設置されていた井戸側
奈良県教育委員会（１９７１）の図版２９・３０などを資料として作図。A・Bは断面
の位置。
遺跡から掘り出された古井戸（角田） 61
９８基などの遺構が検出され，さらに５か所で井戸跡が確認された（図１７）。
縄文時代の土器片も採取されたが，この大集落は古墳時代後期（５世紀初
頭）になると，住民たちは突然移住してしまった（鳥取県教育文化財団，１９８１
・ほか）。
図１７ 長瀬高浜遺跡における古墳・井戸跡などの古井戸
１．井戸跡 ２．古墳 ３．住居跡
（鳥取県教育文化財団（１９８１）を基図として作成。）
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（２）発掘された井戸群
（２）－１ １号井戸
井戸跡は竪穴式住居跡と重複し，井戸が埋められた後，住居が建てられ
図１８ 長瀬高浜遺跡から検出された古井戸
井戸の位置は図１７を参照。（鳥取県教育文化財団（１９８１）を基図として作成）
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ている。掘り込み面の平面形は楕円形で，長径約４．３，短径約３．７の広
さである。断面形はドンブリ状で，底面には長径約８４，短径約５８，深
みずため
さ約３４の水溜があり，最深部は掘り込み面から約２．３６である（図１８）。
埋積土層から出土した遺物から，長瀬期（４世紀後半）に使用されたと
推定されている。
（２）－２ ２号井戸
掘り込み面の平面形は，北西―南東方向に長軸を持つ楕円形で，長径約
７，短径約６の広さである。断面形は広口ドンブリ状で二段になって
おり，底面には直径約５０，深さ約６０の水溜があり，最深部は確認面か
ら約２．７である（図１８）。井戸の西南西には，井戸へ往来したと推定され
る小道が設けられている。南東端にも類似した遺構があるが，この遺構は
井戸跡を切っていることから，井戸が放棄された後の物であろう。
水溜内には約４０の厚さで，小石や甕の破片が敷き詰められていた。破
片は総べて内側が上になっていることから，使用されていた当時，湧出す
る地下水を浄化する機能を持たせていたと考えられる。埋積土からは多く
の土師器片が出土しており，長瀬期（４世紀末期）に使用されたと推定
されている。
（２）－３ ３号井戸
掘り込み面の平面形は楕円形で，長径約７．６，短径約５．８の広さであ
る（図１８）。底面には二つの水溜があり，西側は長径約７７，短径約６８，
深さ約２０，一方の東側は長径約８６，短径約７７，深さ約１００で，東
側の水溜は掘り込み面から約３．３の深さである。
埋積土層からは完形の土器や土器片が多数出土し，出土した遺物から，
長瀬期（４世紀末期）に使用されたと推定されている。
（２）－４ ４号井戸
掘り込み面の平面形はほぼ円形で，直径約４．２，深さ約２である（図
１８）。底面は長径約１．１２，短径約１，深さ約５０で，この井戸も底面
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には土器片が並べられていた。埋積土層から出土した遺物から，長瀬期
（４世紀後半）に使用されたと推定されている。
（６）井戸が放棄された理由
遺物の出土状態から，古墳時代後期（５世紀初頭），住民たちは突然移
住してしまったと考えられている。豊島（１９９５）は長瀬高浜遺跡の居住戸
数（人口）について，長瀬期には２７戸，長瀬期には９６戸，長瀬期に
は２９戸であったと推定している。そして，突然，長瀬期に住民が転出し
たのは，生活を維持するために不可欠の井戸水が不足し，さらに，水質も
悪化したためと結論付けているが，根拠については述べていない。
９．肥前名護屋城跡の井戸群
（１）遺跡付近の地形と地質
肥前名護屋城跡は，佐賀県・松浦半島の北端に位置し，地形は起伏が小
さな丘陵地で，稜線の標高は５０～８０である。城跡は丘陵地の中で，見晴
らしが良い場所に築かれている（図１９）。水系の発達が悪く，降水は小河
川を短時間に海へ流れ下るため，降水量に恵まれない時期は水不足になり
易い。地質は，準平原状になった古第三紀層の上位に，数度にわたって堆
積した松浦玄武岩が形成する溶岩流台地（小林，ほか１９５５）で，第四紀中
期（６．７８～１０．６Ma）に噴出している（松本，１９９２）。地表面は玄武岩が風
化した土層が数以下で分布し，その下位は未風化の玄武岩層である。
肥前名護屋城は，天正１９（１５９１）年１０月から縄張りが行われ，８か月後
の文禄元（１５９２）年３月に完成した，梯郭式平山城である。約１７万の城
の周囲には，全体で約１２０か所の大名の陣屋跡があり，最盛期には１０万人
を越える人々で賑わっていたと伝えられる。築城に伴って武士たちの喉を
潤すために，多くの井戸群も設けられたであろう。しかしながら慶長３
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（１５９８）年８月，秀吉が他界したため廃城となり，島原の乱（寛永１４～１５
年）後，再利用することが出来ない程に破却された。
鎮西町教育委員会（１９９４）によると，これまでに，名護屋城跡では井戸
跡が５か所で確認されている（図１９）。ここでは，その中で東出丸から三
ノ丸に続く，大手口の近くに位置する２か所を記載する。
（２）発掘された井戸群
（２）－１ SE－１井戸跡
この井戸跡は，大手口の出口から東方へ約８０離れた位置にあり，標高
は約５６である。付近の地形は，大手口と東出丸の間を谷頭とする浅い谷
が東方へ向って分布している。大通りからは井戸跡に向かって，延長約３３
，幅約１，周辺より３０前後深い，両側に石を並べた井戸道跡が確認
されている。
井戸側は切石を使っているが，規格に基づいた正方形の石材ではない。
図１９ 肥前名護屋城跡付近の地形と古井戸の位置
（国土地理院発行，２．５万分の１地形図「波戸岬」「呼子」を使用した。）
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井戸の平面形はアルファベットの「D」に似た隅丸の方形で，幅約２．５，
最大奥行き約１．８の規模である（図２０）。石垣の深さは約１．５で，さら
に井戸の底面の土層を深さ２０～２５掘り下げている。掘り込んでいるのは，
地下水が溜まり易くなるための工夫であろう。井戸側は玄武岩の切石を野
面積み技法で，平坦な面を井戸側に向けて積み上げている。
このことから，井戸を開削した人物は，浅い谷の地下には被圧地下水が
賦存すると推定し，深さ約１．５の縦穴を掘り，井戸側の崩壊を防ぐと共
に，水を汲み易くするため石垣にしたと考えられる。貯水量を増すため，
底面の土層をさらに深さ２０～２５掘り下げ，水溜としたのであろう。
井戸の周囲には，２．５から４の幅で切石が敷き詰められているが，
図２０ 肥前名護屋城跡のSE－１井戸
井戸の位置は図１９を参照。（鎮西町教育委員会（１９９４）による。）
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ヌカルミにならないようにしたためと考えられる。また，間口の周延長が
約７．５もあるのは，大勢の人々が一度に水を汲める工夫をしたのであろ
う。
（２）－２ SE－２井戸跡
この井戸跡は，SE－１井戸跡から北北東方へ約３０離れた場所に位置
している。平面形はほぼ円形で，玄武岩が風化した土層を直径約１，深
さ約１．２の縦穴を穿ち，その中に扁平な拳大の楕円形の丸石を用い，地
表面から深さ約９０，内径約４０の井戸側を野面積みの方法で築いている。
この井戸も貯水量を増すため，石垣の基部からさらに約１０掘り下げてい
る。
まとめに代えて
本報では，多数の遺跡発掘調査報告書の中から，無作為に井戸跡が記載
されている９か所の遺跡地を選び，遺跡地付近の地形や地質，滞水層の状
態，井戸跡の形態や内部の土層の堆積状態，井戸が使用（あるいは廃棄）
された時代などについて記載した。その結果，取り上げた遺跡は秋田県か
ら佐賀県まで広域で，また自然地理学的な条件や井戸が使用（あるいは廃
棄）された時代なども多様であった。
（１）古井戸と地形・地質の関係
溶岩台地が１か所（肥前名護屋城跡），丘陵地と洪積台地が３か所（秋
田城跡・多賀城跡・下石原遺跡），砂丘地が３か所（秋田城跡・平塚市の
遺跡・長瀬高浜遺跡），氾濫低地が４か所（多賀城跡・町屋遺跡・唐古遺
跡・伝飛鳥板蓋宮跡）である。
（２）古井戸が設置（あるいは廃絶）された時代
設置（あるいは廃絶）された時代を，弥生時代・古墳時代（３世紀中期
～７世紀末）・奈良時代～平安時代（８世紀初～１２世紀末）・中世（１３世紀
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初～１６世紀中期）・織豊時代に区分し，２１基の古井戸の時代的な特徴を明
らかにする。
弥生時代の井戸は，唐古遺跡で検出された二基の古井戸である。
古墳時代の井戸は伝板蓋宮跡の井戸のほか，長瀬高浜の井戸群（４基）と
町屋遺跡の井戸群（３基）で，長瀬高浜遺跡の井戸群は４世紀後半に設置
され，５世紀初頭に突然廃絶された。町屋遺跡の井戸群は古墳時代前期に
設置されたが，８世紀までに人為的に廃絶されている。
奈良時代～平安時代の井戸は，設置時代が明らかな天平の井戸のほか，
平安の井戸・平塚市の井戸群（３基）・下石原遺跡の井戸，および多賀城
跡の古井戸群である。天平の井戸と平安の井戸は，秋田城の機能停止に伴
って利用されなくなったのであろう。下石原遺跡の古井戸は，９世紀中期
に集落が廃絶したため，利用されなくなったと考えられる。平塚市の井戸
群の設置時代については不明であるが，８世紀前半から９世紀前半に埋積
されている。
中世の井戸は，後城遺跡 C地区の３基と平塚市の１８－２井戸である。
後城遺跡 C地区の井戸群は１４世紀後半に設置され，１６世紀中期に廃絶し
ている。１８－２井戸についての詳細は不明である。
豊織時代に設置された井戸は，１５９２年に完成し１５９８年に廃絶した，名護
屋城跡の井戸群である。
これらの設置（あるいは廃絶）された時代が明らかな井戸群と，自然地
理学的な土地条件との相関関係について検討する。当然のことながら，井
戸は住民や家屋を含めた集落，地下水の存在に関する住民の知識，あるい
は土地を掘るための道具などとの関係が深く，相関関係を簡単に求めるこ
とは出来ないが，それらの条件を考慮した上での検討である。
地下水が最も得易い土地は，河川近くの氾濫低地のほか，丘陵地や台地
内に分布する谷地（谷津）である。この様な土地に井戸が設けられたのは，
唐古遺跡の井戸群・多賀城跡の井戸群・町屋遺跡の井戸群・伝板蓋宮跡の
遺跡から掘り出された古井戸（角田） 69
井戸で，これらは８世紀中期以前に設置（あるいは廃絶）されている。
砂丘地は日常的には乾燥した土地で，短時間に大量の降水があっても，
水はすぐ地下へ浸透してしまうため，地下水面の位置を知ることは出来な
い。しかしながら，地下水面は地表面から数の場合が多く，地下水面の
深さが明らかになると，それ以降，それより深く井戸を掘れば，安定して
地下水が得られる。砂丘地に古井戸があるのは長瀬高浜遺跡の井戸群・秋
田城近くの平安の井戸・平塚市の井戸群で，古墳時代前期後半（４世紀）
から平安時代前期（９世紀中期後半）に設置され，あるいは廃絶されてい
る。このことから，表層地質についての知識が増加し，乾燥した土地であ
っても，数の縦穴を掘れば地下水を得られると言う知識が，一般的にな
っていたのであろう。
高乾な洪積台地上に井戸があるのは下石原遺跡である。井戸は最も近い
段丘崖からの距離は約１００で，段丘崖下には湧水地も無い。地下水の存
在や，地表面から地下水面までの深さについての手掛かりが全く無いにも
かかわらず，井戸を設け，段丘礫層に滞水している地下水を利用している。
当遺跡から北西方へ約６離れた大国魂神社付近には，国府に関連した敷
地の中に，類似した数基の古井戸が検出されていることから，８世紀中期
には，地下水についての知識が，多摩川中流域でも広く普及していたと考
えられる。
（３）古井戸の形態
本報で取り上げた２１基の古井戸は，形態的には大きく３つに分類される。
その一つは唐古遺跡の井戸群で代表される，氾濫低地に長さ１～２の
数本の杭を円形に打ち込み，内部の泥や砂を掘り出して地下水を溜め，周
むくげ まと
辺の土砂が落ち込まないよう，杭の間に葮を立て繞らせる形態である。軟
弱な地層を掘るだけの簡単な構造で，短時間で設けることが出来る。（本
報では触れなかったが）ほぼ同時代の井戸は大阪府和泉市の池上・曽根遺
跡でも検出され，ここでは直径約２，高さ約１．２の丸太を刳り抜き，
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井戸側として利用している。
本事例で最も多いのは，地表面から下位へ断面形が擂鉢状や広口の坪型
になるように掘り下げ，その中に板材を用いて正方形の筒井戸を建て，地
山と筒井戸の間には裏込め土を詰め，地表面に踊場を設ける形態である。
地下水面より数十深い位置まで，擂鉢状や広口の坪型の縦穴を掘るの
は，泥地や砂地はもちろんのこと，砂礫地であっても容易である。問題は，
掘った後，縦穴と堀り込み（地山）の境が崩れ易いことである。崩れない
ようにするため，縦穴の内側に壁を立てる。あるいは，地下水面は年間を
通じて数十から数上下するため，上下に伴なって地下水面付近は地山
が脆くなって崩れ落ちる。このためにも，内側に壁を立てることが必要で
ある。板材の構造については，斎木・ほか（１９８９），鐘木（２００３）によっ
て考察が行われている。
２１基の古井戸の中で，伝板蓋宮跡の井戸を含めて１６基が該当することか
ら，古墳時代から以降，織豊時代に石垣を築く技術が発達するまでの長い
間，地山の崩壊を防ぐため，壁面を板で囲うことが，筒井戸の一般的な形
態であったと考えられる。
三つ目は，壺状の縦穴を掘り，その中に筒井戸を石垣で築く形態である。
名護屋城の SE－１井戸では不整形の切石を用い，高さ約１．５，間口の周
延長が約７．５の，ほぼ垂直の石垣である。SE－２井戸跡では，扁平な拳
大の楕円形の丸石を用い，野面積みの方法で高さ約９０の石垣を築いてい
る。石垣を井戸枠として用いた井戸の中で，構築年代が明らかになってい
るのは，本城跡で確認された井戸が最初であろう。
江戸時代になってから以降，筒井戸を設置する方法は，多くの場合，下
記のいずれかである。
（）最初に，計画している筒井戸より直径が２～３広い縦穴を地下
水面より深い位置まで掘り下げる。底面に基礎石を敷き並べ，あるいは小
石や砂を敷いて濾過装置とする。その後，縦穴の中央に平面形が丸くなる
遺跡から掘り出された古井戸（角田） 71
よう野面石を石垣として地表面まで積み上げ，地山と石垣の間に裏込め土
を充填させる。裏込め土は小石を混えた砂の場合が多く，地表面付近では
井戸周辺にある土砂である。
（）肥前名護屋城跡の古井戸のように，計画している筒井戸より直径
が１前後広い縦穴をシッカリしている地層の位置まで掘り下げ，そこか
ら地表面に向かって切石や野面石を石垣として地表面まで積み上げ，地山
と石垣の間に裏込め土を充填させる。一方，シッカリしている地層から下
方へ，直径が石垣より幾分狭い縦穴を地下水面より低い位置まで掘り下げ，
井戸を完成させる。
なお，井戸の形態については，鈴木（１９９０，１９９１）や駒見（１９９２）が主
張するような，系統発生的な考え方もあるが，このことを裏付けるには，
発掘資料がまだ十分ではない。今後，さらに発掘資料が増加することを期
待する。
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